
概　　　　要

バイタル測定で得られた数値と基準値を比較
することで急変兆候を捉えていた。看護師
は、今までの経験から今後起こりうる全身状
態の変化を予測し、急変に備え巡視を強化し
たり、リーダー看護師やチーム、メンバー、
医師に報告をしていた。②【バイタル測定と
五感で観察し得られる事象】は9項目あり、
バイタル測定と看護師の五感を使って患者を
観察し、急変兆候を捉えていた。看護師は、
バイタル測定と五感を使って患者の変化を読
み取り、何が起こっているのかアセスメント
し、患者の状態をリーダー看護師やチームメ
ンバー、医師に報告していた。③【いつもの
患者と比較し得られる事象】は7項目あり、
いつもの患者と目の前の患者を比較し、正
常・異常のアセスメントをし急変兆候を捉え
ていた。看護師は、入院時から患者の情報を
系統的・効果的に情報収集してこれまでの患
者背景や個別性を理解し、得られた情報から
比較、アセスメントしていた。
【結論】
看護師が感じる急変兆候の事象は19項目あ
り、3つのカテゴリーが抽出された。急変兆
候を捉えた看護師の行動特性は、自身が持つ
知識とこれまでの経験を活かして、バイタル
測定で得られた情報、五感を使った観察で得
られた情報、患者背景や個別性、カルテや
チームメンバーから得られた情報などの患者
の情報を効果的に収集し、それを的確にアセ
スメンし、報告していることが示唆された。
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【研究背景】
看護師は患者にとって身近な存在であること
から、急変に遭遇することが最も多い職種で
ある。急変対応は急変として発見する前の患
者の「何か変」の気付きから始まっており、
看護師が日頃の看護実践の中で、どのような
患者の様子を急変兆候と捉えているのか、ま
た、急変兆候に気付いた後の行動について明
らかにすることで、今後の急変前後の教育に
繋げることができるのではないかと考えた。
【研究目的】
日頃の看護実践の中で患者のどのような様子
を急変兆候と捉えているのか、また、急変兆
候に気付いた後どのような行動を行なってい
るのか明らかにすることを目的とする。
【研究方法】
1.研究対象者:A病院2年目以上の看護師26名
2.調査期間:令和3年7月～8月
3.調査内容･方法:日頃の看護実践の中で看護
師が感じる患者の急変兆候についてインタ
ビューを行う。内容は録音して逐語録化す
る。
4.分析方法:逐語録化した内容をチームで分
析し、カテゴリー別に分類する。
5.倫理的配慮:得られたデータは研究目的の
みで使用し取り扱うこと、同意書の提出後で
も研究の参加についていつでも拒否・辞退で
きることを書面・口頭で行った。
【結果】
看護師が捉えた患者の様子を類似した内容ご
とに分類したところ、19項目の急変兆候の事
象が抽出された。この19項目の事象を分析し
①【バイタル測定で得られる事象】②【バイ
タル測定と五感で観察し得られる事象】③
【いつもの患者と比較し得られる事象】の3
つのカテゴリーに分類した。
【考察】
①【バイタル測定で得られる事象】は3項目
あり、
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